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e History of Kwantung Army
Hideo Kobayashi†
is paper discribe the short history of kwantong Army. Kuwantong Army was Born in 1919 and 
disapered in 1945. Kuwantong Army occupied the north east province of China and set up Manchukuo 
in 1932. From that tome on, Kuwantong Army had strong power not only in this province but also in the 
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1） ロシアの東進政策に関しては， 拙著『〈満洲〉の歴史』（講談社）小峰和夫『満洲』（講談社学術文庫 2011年）参照。
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れ，将校 2，特務曹長 4，下士 20，卒 62で合計 88名が配置され，大連では将校 1，特務曹長 1，下
士 8，卒 40の合計 50名が，旅順軍政署では西，東，中央部に分割された占領地に将校 1，特務曹長 1，
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は満洲事変後の 1932年 8月に再度関東軍司令官に就任し日満議定書に調印し，1933年 5月には元帥
に就いている。激動の時代に入った 1920年代の満蒙に身を置いていたのは何も関東軍の軍人だけで
はない。戦後総理として占領下の日本の政治を指導した吉田茂も働き盛りの 40歳代を満蒙の地で過
ごした。彼は 1922年 3月から 25年 6月まで天津総領事として，また 1925年 10月から 1927年 12
月まで奉天総領事として中国にあって活動した。「『支那側の機嫌取り』にのみ汲々として，『事大主
義なる支那人をして徒らに驕慢ならしめ』ているのが，日本の満蒙経営である」（原彬久『吉田茂』，
















負い，それがもとで死亡した。もっとも 1928年 6月 4日の爆殺事件の直後は，奉天城は戒厳状況と
なり，日本人の中国官署への出入りは禁止される状況となり，張作霖への見舞はやんわりと拒絶され
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年 8月に武藤の後任として関東軍司令官に就任した村岡長太郎は，就任 7カ月後の 1928年 6月に張
作霖爆殺事件に直面し，彼は責任を取る形で翌 1929年 7月予備役に編入されている。同じ 7月には
田中内閣は，遅延する事件処理を天皇に叱責され責任をとって総辞職し浜口内閣と交代した。村岡長
太郎の後を次いで第八代関東軍司令官に就任したのが畑英太郎中将だが，彼は満洲事変勃発前の
1930年 5月に旅順で死去している。1930年 9月第 9代の関東軍司令官に就任したのが菱刈隆大将で













1928年 10月といえば張作霖爆殺事件直後で，関東軍は事件処理で追われ，翌 1929年 7月には田中
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であった。満洲事変が勃発したのは 1931年 9月 18日で，関東軍が満洲全土をほぼその手中に収め
たのが翌 1932年 3月のことであった。実質半年足らずで，ほぼ日本の 2倍の面積をもつ領土を掌握
したのである。ごく簡単に作戦の推移をみておこう。（次頁地図参照）
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だった航空機数は，1936年になると対ソ数で 19％，つまり 5分の 1以下にまで減少し，陸戦の中心












1931・9 1932・9 1933・11 1934・6 1935末 1936・末
師団数（ソ連） 6 8 8 11 14 16
師団数（日本） 3 6 5 5 5 5
航空機（ソ連） 200 350 500 950 1200
航空機（日本） 100 130 130 220 230
戦　車（ソ連） 250 300 650 850 1200
戦　車（日本） 50 100 120 150 150
前掲『関東軍』1　194‒195頁。
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1936 152 東部（94）北部（44）西部（14） 
不法越境拉致暴行（125）領空侵犯（22）
1937 113 東部（82）北部（22）西部（9） 
不法越境拉致暴行（91）領空侵犯（13）
1938 113 東部（82）北部（22）西部（9） 
不法越境拉致暴行（91）領空侵犯（13）




̶     ̶









































































̶     ̶














̶     ̶111
関東軍の歴史
が電話口で怒鳴り，両者の間に険悪な空気が流れた。7月初頭から本格的戦闘が開始された。日本側
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就いた。しかし 1944年 12月には戦局が悪化したフィリピンのルソン島に派遣され，1945年 1月に
はリンガエン湾周辺の防備に就くが，圧倒的物量を誇る米軍の攻撃の前に玉砕に近い打撃を受けて敗
戦を迎えている。
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関特演
独ソ戦 1カ月後の 7月関東軍は大陸命第 506号に基づき満洲への兵力動員を計画し，これを「関
東軍特種演習」，略して「関特演」と称することを決定した。それによれば，作戦は 2段階で行われ，
第一段の警戒態勢完了まででは，動員決意が 6月 28日，動員下令が 7月 5日，集中輸送開始が 7月
20日，警戒態勢完結が 8月 24日とした。独ソ開戦が 6月 22日だから，開戦 6日後というわけで，
異常に早い対応だといわねばならない。そして第二段の進攻作戦実施では，作戦開始が 8月 29日，
作戦完了は 10月中旬となっていた（前掲『関東軍』2，22―23頁）。主要戦列部隊は，関東軍直轄が
第 10，14，28，29，51の 5師団，東綏正面を突破して攻撃する主決戦軍である第 3軍は第 8，9，
12，57の 4個師団，支援作戦を展開する虎頭正面を担当する第 5軍は第 11，24，25の 3個師団，














ために割き得る兵力には限度があった。南方占領軍は，第 14軍（フィリピン攻略　第 16，第 48師
団，独立混成第 65旅団），第 15軍（ビルマ攻略　第 33，第 55師団），第 16軍（蘭印攻略　第 2師団，
独立混成第 56旅団），第 25軍（マラヤ攻略　近衛，第 5，第 18師団），第 23軍（香港攻略　第 21
師団），南海支隊（グアム・ラバウル攻略の大本営直轄部隊　歩兵 3個大隊），第 3，第 5飛行集団を
基幹とする 12個師団，2飛行集団，人員約 40万，飛行機約 600機であった。地上兵力は日本軍が有
する総兵力の約 2割，航空兵力の約 4割に該当した。
海軍は，第 1航空艦隊が空母 6隻をもってハワイ真珠湾の米海軍基地攻撃を担当し，第 6艦隊はこ
れに先行してハワイ方面の監視に従事する計画だった。そして第 4艦隊は南海支隊を支援してウエー




南方作戦には関東軍は第 51師団，戦車 3個連隊，野戦重砲 4個連隊，野戦高射砲 11個大隊を抽
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出している（前掲『関東軍』2，79頁以下参照）。しかし，抽出基幹の第 51師団というのは，1940
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隊 1，騎兵旅団 1，戦車 675両，装甲車 155両，索引車 632両，総人員約 65万名であった。対する極
東ソ連軍の兵力は狙撃師団（日本の師団に該当）21，狙撃旅団 5，戦車師団 1，同旅団 7，装甲自動車






















































軍の主力を構成し，1941年 9月には第 20軍に編入されて第 3軍と第 5軍を補助する役割を果たし
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さらに沖縄や台湾及びその周辺諸島に抽出されたのは，第 9，第 24，第 28，第 12，第 71の 5個
師団であった。まず第 9師団は，日清戦後に設立された古参師団のひとつで北陸各県の兵士をもって
構成され，司令部を金沢に置いた。日露戦争，満州事変，日中戦争で中国に出征，太平洋戦争勃発時






















第 25師団は，1940年満州の東寧で編成された。第 5軍傘下に林口に駐屯した。しかし 1945年 3
月に転用が決定し，本土決戦部隊として九州は宮崎に駐屯して敗戦を迎えた。









































後者の例は，第 107，第 108，第 112，119師団，第 122師団，第 123師団である。第 107師団は
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害を受けた。第 108師団は 1944年 7月満洲第 9独立守備隊を基幹に編成された。1945年 7月第 3
方面軍に所属したが，本格的戦闘を交えることなく敗戦を迎えた。第 112師団は 1944年 7月琿春で
編成され，同地域の警備を担当した。1945年 8月ソ連軍の侵攻を前に奮戦したが，撃破され敗戦を
迎えた。第 119師団は，1944年 10月ハイラルで編成され，同地域の防御に就いた。1945年 8月の
ソ連軍の侵攻の前に後退，敗戦を迎えた。第 122師団は，1945年 1月に満洲防備のため急遽編成さ






























































航空機 3,700機，戦車 2,000両，各種火砲 6,700門，トラック車両 13,400両で，この増強により極東
ソ連軍は，兵員 130万人，航空機 5,400機，戦車 3,000両に達していた，と判断していた（同上書，
326頁）。
1945年 6月 27日に対日戦略基本構想を決定した。それに拠れば攻撃開始時期は 8月 20日から 25
日と予定されていた。ところがアメリカが 7月 16日に原爆実験に成功し，当日ポツダムに到着したス
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が，8月 6日に広島に原爆が投下されたことを知った彼は，対日攻撃開始時を 8月 9日から 10日に実
施すると提案した（前掲『満洲 1945・8・9　ソ連軍進攻と日本軍』27頁）。したがって，ソ連軍も万
全の準備の下で作戦を展開したというわけではなかった。主力の西部方面軍（ザバイカル方面軍）は
7月 25日の予定が 8月 1日に，第一極東方面軍は 8月 5日にずれ込んだ。両国軍の装備を比較すれば






















歩兵，狙撃 自動車化 騎兵 戦車 飛行
ソ連軍 70 2 6 2 32 40
日本軍 24 2団 13
人員 砲・迫 戦車・自走砲 飛行機
ソ連軍 1,740,000 29,835 5,250 5,171
日本軍 700,000 1,000 200 200
比率 2.4 30 26 26
ソ連軍の人員・装備数には空軍、国土防空軍、海軍を含む。
出典：中山隆志『満洲 1945.8.9―ソ連軍侵攻と日本軍』国書刊行会　1990年。
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された日本軍の 2個師団〈近衛，第 2の両師団〉だった。その後台湾島の武力制圧以降の 1896年以
降は 3個旅団からなる台湾守備軍を配置した。この兵力は，台湾島の治安が安定するとともに漸減さ
れていく。1919年に田健次郎が台湾総督に就任し文官総督が誕生するに伴い，台湾軍は総督の指揮
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ずにその防衛の任に当たった。日本の国策が北進から南進に転換したあとでもその国策に振られるこ
と無く，己の任務を保持し続けた。それが可能だったは，関東軍が単なる軍団ではなく，その出発当
初から政治や外交に深く関与し，本国の政治的外交的動向とは相対的に独自のパワーを持ち続けたた
めだった。しかし戦局が悪化し，南方戦線が英米軍に押されて敗退を繰り返すと軍事的立場は日ソ中
立条約という外交上のカードに依存して精鋭部隊を抽出して南方戦線へと送り出した。弱化した兵力
を政治と外交でカバーしようとしたのである。しかし，ソ連が日ソ中立条約の不延長を決定した
1945年 4月の段階で本来の軍事集団に復帰せんとしたが，もはや時間遅れであった。
そのパワーが終焉するのは日本帝国の終焉とほぼ時期を同じくしていた。
〈付記〉北村歳治教授には退官に伴う記念論集には必ず寄稿すると約束した。本来完全原稿を寄稿す
るのが望ましいのだが，昨年来の雑用の為十分な用意も出来ないまま，2年前の旧稿に若干の手直し
をしたものを提出することを余儀なくされた。本来「研究ノート」的仕上げの段階だが寄稿に応じた。
不十分な点が多々あるが了されたい。
